第４学年〇組　理科学習指導案

指導者　川島　　隆　

１　単元名　閉じ込めた空気や水を調べよう「もののかさと力」
２　本時の目標

閉じ込めた水は、圧されるとかさが変わるかどうかを調べるための実験を進んで行い、閉じ込めた空気と比較しながら「水は圧してもかさは変わらない」ことを、自分で考えてまとめる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関心・意欲・態度、科学的な思考）
３　準備物　　注射器セット、提示用の図、バケツにくんだ水
４　学習過程（本時　５/６）
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１　「閉じ込められた空気」の実験を振り返る。
　○　「閉じ込めた空気」の実験では、どんなことが分かった？ 
　・　空気は縮めることができた。
　・　かさが小さくなった。

· 圧していけばいくほど、力がかかった。
· 最初の所から３目盛りぐらいまで縮めることができた。

　・　手を放すと、元の位置に戻る。
２　本時の課題をつかむ。

　

閉じ込めた水をおすと、かさはどうなるだろうか？
· どんなふうに調べてみる？
・　空気と同じやり方で調べる。

・　注射器の目盛りを決めて水を入れる。
・　水がもれないようにふたをきちんとする。
· 自分で予想してみよう。
・　空気と同じように縮まって、かさは小さくなると思う。
・　２目盛りぐらい小さくなると思う。
・　かさは、変わらないんじゃないかな。

３　一人一実験をし、結果をまとめる。　

· 自分の予想と比べながら、実験し　

てみよう。ノートに結果をまとめよう。
・　おしても動かないよ。
・　注射器が倒れてしまいそうだ。
　・　すごい手応えがあるぞ。
４　全体で、気付いたことを話し合う。
○　実験結果について話し合おう。
・　空気は、縮められたけど、水はどんなに圧しても縮まら
ない。
・　空気のかさは小さくなるけど、水のかさは圧しても小さ
くならない。
５　本時のまとめをする。


　水は、空気と違って、おされてもかさは変わらない。
６　次時の見通しを持つ。


※前時に行った閉じ込めた空気を圧す実験を想起させ、そこで発見したこと・気付いたことを、図を用いながら確かめることで、本時への方向付けをしたい。


※　閉じ込めた空気のかさは、どれくらい小さくなるのかを、数値（目盛り）として確かめ、量で関係をとらえることを大切にしたい。


※空気と同じ条件で調べることで空気と結果の比較できることに気付かせたい。


※自分の予想を持つ場を持ち、それを交流することで、自分で追究していくのだという気持ちを高め、本時の学習を自分事にしていきたい。


※実験では、力任せに圧したり、必要以上に勢いよく圧したりすると、先が折れたり、指のけがをしたりするので事前に注意を促す。


※　結果のまとめは、「かさ」「空気」「水」をキーワードにできるよう、個々への助言をする。


※お互いの意見を聴き合いながら、「空気とは違って圧してもかさは変わらない」という水の性質について共有化していきたい。また、実験を通しての気付きや感じたことも取り上げ、大切にしたい。





＊　閉じ込めた水を圧す実験を進んで行い、水の性質を発見することができたか。（ノート、観察）





※　空気と水を半分ずつ入れた場合の実験を、子どもの学習状況をみながら取り入れる。





※　これまで調べてきたことのまとめをするとともに、さらに調べたいことを出し合っていくことを確かめる。








